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初版：2005年 10月 24日。
第２版：2006年 7月 10日。新たな項目は先頭に (△ 2) が付いている。
第３版：2007年 2月 18日。新たな項目は先頭に (△ 3) が付いている。
第４版：2007年 3月 14日。更新部分には (△ 4) が付いている。
第５版：2010年 2月 3日。更新部分には (△ 5) が付いている。
第６版：2010年 11月 16日。更新部分には (△ 6) が付いている。
第７版：2015年 11月 21日。更新部分には (△ 7) が付いている。

投稿論文、会議収録、博士論文などの英文の校正を行っていると、日本人に共通した、多くの類型的な間違
いに出会います。そこで私自身の作業の効率を上げ、また皆さんにより系統的に英文の書き方を身につけて
もらうため、類型的な誤りをまとめ、チェックマニュアル第１版を作りました。今後、私がチェックする英
文原稿は、このマニュアルに対比させて読んでください。たとえば原稿のある場所に、 1.1.2 と青字で書
き込んであったら、それは「ここの could は was able to に直すべき」といった意味です。今後、適当に改
訂してゆく予定ですが、気づいた点があれば指摘してください。

1 英語らしい言い回しを使おう
1.1 文体とリズム

1. We can’t measure it. や、It’s difficult to estimate. などのアポストロフィは、論文では使わない。こ
れらはきわめて口語的で、和文の論文でいうと、「測定に失敗しちゃった」などと書くことに匹敵する。

2. couldは、おもに仮定法として使う。可能の過去形は、was (were) able to が無難。
(△ 3)【例】He could do it. は、「彼ははそれをすることができた」と、「彼だったらできるはずなの
だが」の両方の解釈ができる。おそらく後者の方が多いであろう。

3. that節 (it is known that..など)は、便利だが、多用すると冗長になる。１つのパラグラフで、１回
程度を限度と考え、どうしても that を使わざるをえない場所に限って使うとよい。

4. 科学論文では、that節を入れ子 (nesting) に用いてはいけない。理由は自明だろう。
【悪】These authors describe that their results were calculated assuming that the systematic error
is negligible.
【良】As these authors describe, their results were calculated assuming that the systematic error
is negligible.

5. 複数の節が並列になる場合、「明らかに能動形」の節と「明らかに受動形」の節を、なるべく混ぜな
い方が読んでいてわかりやすい。
【悪】She analyzed the optical data, while the X-ray data were processed by her collaborators.
【良】The optical data were analyzed by her, while the X-ray data by her collaborators.
(△ 7) 可能なら複数の節で、できるだけ主語を揃えるのがよい。これは、同じ意味でも文脈に最適な
主語を選ぶという、英文の重要な練習にもなる
【悪】The experiment was made in 2014, and the obtained results are shown in figure 1.
【良】The experiment was made in 2014, and yielded the results shown in figure 1.

6. 文を修飾する「従属句」が、２つ並ぶのは良くない。たとえば主節の前と後に振り分けるなど、工夫
すること。
【悪】Using equation (1), as shown in figure 2, we have calculated the absorption coefficient.
【良】 In figure 2, we show the absorption coefficient calculated using equation (1).
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7. 先行する部分を、漠然と受ける関係代名詞 which は、科学論文ではなるべく使わないこと。論理があ
いまいになる。
【悪】 They discovered hard X-ray emission from several absorbed AGNs, which implies that...

8. 修飾句は、修飾されるものの直近に置くのが大原則。とくに、長々と説明を述べた文の最後に as shown
in figure 4. などと図の引用を書く人がひじょうに多いが、これはできるだけ避けるよう、注意を払っ
てほしい。
【悪】 We estimated power density spectra of the object using the optical light curve by Smith et
al. (2004), as shown in Figure 3. これでは Figure 3 が estimated から離れ過ぎていて、良くない。
【良】 Figure 3 shows power density spectra of the object, which we estimated using the optical
light curve by Smith et al. (2004).　あるいは As shown in Figure 3, we calculated power density
spectra of the object using...

9. (△ 5) We note here that..., It should be remarked that..., などの言い回しは、なるべく用いない方
がよい。多くの場合、that以下だけを適切な論理の流れに置けば十分に通じる。これは日本語の「お
役所の文書」で、やたらと「なお、...」という表現が用いられることと似ており、たいてい「なお」
を削除してもほとんど影響ない。

1.2 注意したい for の使い方
1. 日本人は、やたら forを使いたがる。たとえば「象は鼻が長い」をそのまま英語にして、For an elephant,

the nose is long. としてしまうもの。しかし英語では、An elephant has a long nose. と言い、決し
てこういう場面で forは使わない。したがって forは、慣用句に限定して使うのがよい。for example,
for the sake of, for the first time, for the purpose of, for this reason,for a long time, wait for, look
for, ask for, except for,..., など。For を使いたくなったら辞書を引き、載っていた場合に限って使う
と良い。

2. search A for B, examine A for B, analyze A for B, survey A for B, (△ 5) correct A for B などの
英語的な言い回しを覚えてほしい。「たくさんの文献を漁って、その報告を探した」は、I searched a
number of references for that report. 「我々は、データいろいろな系統誤差に影響されないかを調べ
た」は、We examined the data for various systematic errors. 同様にWe analyzed the X-ray spectra
of this SNR for Fe-K and Fe-L emission lines. など。(△ 5)「データにデッドタイム補正を施す」は、
apply dead-time corrections to the data でもよいが、correct the data for dead time とすれば、よ
り英語的な言い回しになる。

3. 「... に関しては」を意味する as for (as to) ..., with regard to, as regards .. などの言い回しは、間
違いではないが、「象は鼻が長い」型の日本語の感覚を引きずっている。いわば「役人コトバ」であ
ろう。これは科学論文では、しばしば論理の流れの滑らかさを損なうので、できる限り使わず、別の
言い回しを選びたい。
【悪】 As for the CPU of this system, we employ two Pentium-5’s.
【良】 We construct the CPU of this system employing two Pentium-5’s. あるいは The CPU of
this system is composed of two Pentium-5’s. もしくは Two Pentium-5’s conssitute the CPU of this
system など。

1.3 類語の違いに敏感になろう
1. until (till) と by は間違いやすい。ある動作や状態がある時点まで続くときは until、未来のある時点
までの間のどこかで事象が起きるという場合は byを使う。remain, stayなど、状態を表す語は until、
arrive, finishなど動作の完了を示す語は byと結びつく。
【例】You may stay outside until sunset. 日没までは外に居て良い。【例】You must come back by
sunset. 日没までに帰ってこないといけない。

2. 「大きい」「小さい」などの言い回しにも、十分に注意。圧力、温度、光度などの示強変数 (intensive
quantity) を修飾する時は、high や lowを使うことが多い。いっぽう体積、面積などの示量変数 (ex-
tensive quantity)には、largeや smallを用いることが多い。迷った時は、high temperature emission,
a low luminosity AGN, a large area counter, a high pressue system (高気圧) などの言い回しを思い
出してみると良い。large pressure gas とは言わないので、the pressure is large という表現を使って
はまずいことがわかる。

3. 「依存性」は、dependencyではなく dependence が適当。dependency は、「(政治的)従属性」「属国」
「付属物」など、おもに人文系の用語で、科学論文ではほとんど使わないが、どうも日本人はこちら
を使いたがる傾向がある。
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4. 「２つの現象の関連」などど言うとき、relationshipではなく relation を使う方が良い。意味はかな
り近いが、relatioinship は、人と人のつながり、間柄、(血縁、婚姻、恋愛)関係など、人間くさい場
面で使われることが多いようである。

5. inter- と intra- は、はっきり異なる意味をもつ。international や interstellar の例でわかるように、
inter+○○ は「多数ある○○どうしの間で」という意味。いっぽう intra+◎◎というと、「１つの◎
◎の内部で」になる。したがって intragalactic medium と言えば、１つの銀河の内部空間にある物質
を指すから、これは intersellar medium とほぼ同義。いっぽう intergalactic medium というと多数
の銀河たちの間の空間にある物質を指すから、こちらは１つ階層が上がり、intracluster medium に
近い意味になる。

6. (△ 2) ambiguousは、uncertainや inaccurateとは意味が違う。uncertain が「不確か、正確でない」
を意味するのに対し、ambiguous は「まぎらわしい」「２つ（もしくは複数）の可能性があって、どち
らともとれる」「両義性がある」「（どちらを言うのか）あいまいである」の意味。したがって必ず、何
と何がまぎらわしいかという、２つ（以上）の選択肢が、文脈の中で明らかになっている必要がある。

7. (△ 5) ２つのもの（もしくは２人）の間を指すときは between、３つ（３人）以上であれば among
を用いる。「互いに」も、２人であれば each other、３人以上であれば one another とするのが良い
とされるが、最近は混同されつつあるらしい。
【例】There is some misunderstanding between you and I.
【例】Among the 20 stars she studied, this particular one is by far the brightest.
【例】The two girls are helping each other.
【例】Members of a satellite team should help one another.

8. (△ 5) doubtと suspectは、ともに「疑う」と訳されるが、使い方は正反対である。doubt .. は「...
であることを疑わしく思う」「...を危ぶむ」で、後続の概念を否定する意味をもつ。いっぽう suspect
... は、「たぶん...だろうと睨む」「おそらく...となろう」の意味で、後続部分を肯定する働きをもつ。
したがって次の２つは、ともに「明日、彼女は来ないだろう」という、ほぼ同じ意味になる。
【例】I doubt she will come tomorrow.
【例】I suspect she will not come tomorrow.

9. (△ 6) apply について。We applied the 1/4 window option. などとしがちであるが、apply は他動詞
として用いるとき、かならず apply this method to the research など、直接目的語と間接目的語 (に
対応するもの)を必要とする。上の場合は、We employed the 1/4 window option. としないといけな
い。ただし自動詞として This rule does not apply to this case. (今の場合、この規則は当てはまらな
い) などの用法は別。

10. (△ 6) mention について。皆さん、as mentioned in section 2 など、mentionをよく使いたがるが、
mention はもともと、「ちょっと触れておく、口の端に上らせる、名前だけ挙げておく」といった意味
であり、詳しく記述することは意味しない。mentioned の代わりに、described, explained などの方
が適切な場合が多い。

11. (△ 7) 肯定文では still、否定文では yet を用いる。The problem has still been unsolved. と The
problem has not yet been solved. は同義だが、前者は肯定文なので still、後者は否定文なので yetを
使う。ただし肯定文で yetを使う場合もあり、たとえば
【例】 The salary is still/yet to be paid. 給料はまだ支払われていない。
は、The salary has not yet been paid.と同義であり、stillも yetもともに使われるようである。

12. (△ 7) doubleと dualはともに和訳すると「二重」だが、ニュアンスは異なる。doubleは同質のもの
を（おもに量的に）２倍にすることを良い、dual は本来は１つのものに二重の役割を与えたり、異質
のものを組み合わせたり、裏と表があることを言う。夫婦の「共稼ぎ」は前者なので double income
(dualを使うこともあるようだが)。他方、昼は会社員で夜はギャンブラーという二重稼業の場合、He
has a dual income, as an office worker during daytime, and as a gambler after dark.となる。１機
のロケットで２機の衛星を一緒に打ち上げる場合は、dual launchである。

13. (△ 7) accompany と associate. これらはしばしば混同されるが、使い方が全く逆なので注意せよ。M
is accompanied by S = S accompanies M というと、「Mは Sに付き添われている」「SがMに付き添
う」となって、Mが主人 (master)、Sが従者 (servant) となる。逆に associateを使ってほぼ同じこと
を表現すると、S is associated with M 「SがMにくっついている」となる。私が (国際会議などに）
子供を連れて来たのなら、I was accompanied by my kids= My kids accompanied me となる。会議
で同伴者を accompanying person(s)と呼び、accompanied person(s)と呼ばないのは、このため。逆
に私が (遠足などで) 子供に付き添ったなら I accompanied my kids.となる。
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14. (△ 7) select と choose. どちらも「選ぶ」だが、selectは何らかの基準や熟慮に基づき厳密に選定す
る場合、chooseはどちらかというと好みに合わせて選ぶ場合をいう。よって天体サンプルをある客観
的基準で選ぶ作業は selectであり (なので selection biasという)、特段の理由はないが選んでみたと
いう場合は chooseになる。科学用語としては selectを使う場面の方が多い。以下の文例では、15個
の星サンプルを選ぶところは客観的だが、そのうち GP Vel を最初に観測するところは任意である。
【例】 Out of these 15 target stars selected in section 2, we chose to observe GP Vel first, because
it happened to have a good visibility at the telescope site.

15. (△ 7) influence. 「影響を与える」を give influenceなどと言い勝ちだが、influenceはどちらかと言
うと、ある人が別の人に及ぼす影響や感化力を指し、極端な場合は「睨みを効かす」「洗脳する」に
近いニュアンスまで含むようだ。たとえば「AGNが親銀河の進化を左右する」
【例】An AGN has certain influence on the evolution of its hot galaxy.
などは適切だが、一般には自然科学ではあまり使われない。affect、give effect(s) on などを使おう。

16. (△ 7) precise(precision) と accurate(accuracy)とはともに「精密、正確」を意味するが、ニュアンス
が異なる。前者はいわば有効数字の桁が多くて測定の分解能が良いこと、後者はさらに系統的エラー
を含めても真値に近いことを言う。
【例】Although your digital thermometer has a precision of 0.01℃, it may not have an absolute
accuracy down to this level, unless you use it correctly with appropriate calibration.

17. (△ 7) wrongには badと同様、そのもの自体が「悪い」という評価を意味する場合もあるが、多くは、
そのもの自体の善し悪しとは別に、「今の目的に適合していない」「状況にから見て間違っている」「ハ
ズレの選択」「間違った答え (a wrong answer)」という意味で使われることが多い。a wrong wayは
歩きにくい悪路 (a bad road) のことではなく、「道が違う、間違っている」の意味。
【例】He failed in fabricating it, because he used wrong tools.
は、たとえば巨大で精巧なペンチで微細な金属細工をした場合などである。

1.4 SheやHe (代名詞)と上手につきあおう
1. 同一文で、同じ単語が繰り返し登場することは、英語ではきわめて嫌われる。冠詞や前置詞は別にし
て、専門的な意味をもつ単語や句は、１つの文では１回に限って使うべきであると考えよう。英語で
は、この制約を避けるために代名詞や関係代名詞が発達したとさえ言える。代名詞のほかには、同義
の別単語を用いる、少し表現を変えるなども有効。
【例】 In order to study the Fe-K emission from broad line radio galaxies, we observed 10 repre-
sentative broad line radio galaxies with ASCA. は、主節を 10 representative objects of this class な
どと言い換える。
【例】 The first observation was done in 2004 October 20, and the second on 2004 December 11.
The object brightened by a factor of 2.5 between the two observations. という場合、between the
two observations をmeanwhile (or meantime) の一言で置き換えられる。
【例】Among nearby red giant stars, this one is probably the best known star. では、最後の star
を objectなどに置き換えると良い。

2. 関係代名詞は、それを受ける内容の直後に置くのが原則。
【悪】This experiment uses a proportional counter as the main detector, which is filled with Xenon
to a pressure of 1.2 atm.
【良】As the main detector, this experiment uses a proportional counter which is filled with Xenon
to a pressure of 1.2 atm.

3. 代名詞は、１つのパラグラフの中だけで通用する、ローカル変数。したがって、前のパラグラフで登
場した話を、it や that で受けるのは原則として避け、改めて具体的にその中味を書く。

4. (△ 3) 同じ関係代名詞でも、 whichと比べ、that は「限定的な用法」と説明されるが、その意味は
なかなか理解しにくい。そこで、わかりやすい例として、
【例１】This paper described an X-ray source which appears pointlike.
【例２】This paper described an X-ray source that appears pointlike.
を比べてみよう。【例１】はそのまま、「この論文は、点源と見える１つのＸ線源の話をしている」と
なるが、【例２】の方は、「(Ｘ線源のうちで)点源と見える１個の..」となる。つまり後者では暗黙の
了解として、複数のＸ線源から成る母集団があり、この論文はその中に１つに「限定して」いること、
またその母集団には、点源では「ない」Ｘ線源もあることを言っている。前者では、そうした「言外
の情報」は含まれていない。したがって that を使いたくなった時は、「...のうちで...なもの」と言
い換え、それが当てはまるか検討すれば良い。定冠詞のついた名詞は、すでにきちんと特定されてい
て、これ以上は限定のしようが無いので、一般に that では受けない。
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1.5 パラグラフの上手な使い方 (日本語にも共通)

1. however, nevertheless, although, on the other hand, in contrast などの「逆接」は、１パラグラフに
１回に限って使うようにする。論理をひっくり返す、切り札として使うのが有効である。１つのパラ
グラフの中で、逆接が何回も登場すると、論理が明確でなくなってしまう。

2. 「まずは」の意味で first や first of all を使ったら、それを受けて next や as a next step が、近い
位置に登場するのが原則。後続が無いと、プログラミングで言えばループが開きっぱなしの状態にな
る。(△ 7)「最初に」のつもりで at first と使う人が多いが、これは「最初のうちは」であり、あとで
事情が変わることを言外に含む。
【例】At first, we thought that the material would not contain strong natural radio activity. However,
later this turned out to be wrong.

3. パラグラフの先頭に、Moreover, Furthermore, In addition, Therefore, Consequently, Accordingly,
However, On the other hand, In contrast, Nevertheless, (△ 3) Then, Next, などを使ってはいけな
い。これらは順接にせよ逆接にせよ、前後の文を強い論理関係でつなぐので、パラグラフの途中での
み、使うことができる。これらを使いたければ、代わりに In contrast to the preceding argument, ..
だの、In addition to the above theoretical prediction, As a result of the discussion presented so far,
などとする。the をつけることに注意。　

4. パラグラフに関する二大原則。「１つのパラグラフに、複数の異なる話を詰め込んではいけない。」「(パ
ラグラフが長くなりすぎる場合を除き)同じ話が複数のパラグラフにまたがってはいけない。」

5. ドラフトを 11ないし 12ポイントの英文で、A4用紙に single column で印刷したとき、１パラグラ
フの長さは、10 ± 5 行ていどを目安にする。５行以下の短いパラグラフや、15行を超える長いもの
は、なるべく避ける。

2 英語の規約を尊重しよう
2.1 冠詞

1. 冠詞は難しいが、その第一歩は、§2.5に述べる、可算 (countable)名詞と非可算 (uncountable)名詞
をきちんと区別すること。可算名詞は、a+単数形、the+単数形、無冠詞の複数形、the+複数形の４
通りのどれかで使う。可算名詞を、無冠詞の単数形で使ってはいけない。これは日本人にひじょうに
多い誤りである。非可算名詞の使い方は、無冠詞の単数形と、the+単数形の２通りのみ。

2. ある概念がその文書で最初に登場したときは、いっぱんに theはつかず、可算名詞の単数なら a、可
算名詞の複数や非可算名詞なら、無冠詞で登場する。２回目からは、theがつく。「あの○○」「例の
○○」と言ってみて違和感がなければ、the をつけるべきである。(△ 3)より一般的に、theをつける
ことは、「これは聞き手（読み手）がすでに知っている概念だよ」と宣言していることを意味する。
【例】Yesterday, I met a professor and his younger brogher. The professor is famous as a philoso-
pher,... この場合、２回目は「その教授は」という意味で、theをつける。ここは Heだと、教授かそ
の弟か区別できないので、あらわに The professorと言う必要がある。

3. aと theの違いは、日本語での「○○が」と「○○は」の違いに、やや似ている。これは複数の人が
共通に述べている、ひじょうに奥の深い示唆なので、よく考えてみると有効だろう。
【例】Do you keep a dog? 「君のとこには、犬がいるの？」

Yes, the dog is kept indoor. 「いるよ。犬は家の中で飼ってるんだ。」

4. 読者が前もってよく知っていると思われる概念や、どの読者も同じものを想定することが確実な概念
は、最初から theつきで登場する。
【例】They used the Subaru telescope.
【例】The origin of life has always been an important part of his research.

5. other(s)と the other(s) は、明確に意味が異なる。the other(s)というのは、その中味がはっきり分っ
ている場合、(△ 3)すなわ「残りすべて」を示す場合に使う。other(s) というのは、それが不特定 (多
数)である場合に使う。
【例】 Tom, Susie, and Kate attended the meeting. Susie gave a talk, while the others did not. こ
の場合、the others は Tom と Kate であることが確定しているので、theを伴う。
【例】 While Susie gave a talk, others from the same group did not. この場合、同じグループから
参加した別の人たちが誰なのか、読者に明らかにされていないので、theはつかない。
【例】 Some drank beer, while the others whysky. この場合、ビールを飲まなかった人はすべてウィ
スキーを飲んだことになる。the が無いと、ビールを飲んだ人、ウィスキーを飲んだ人、どちらでも
無い人、いろいろいることになる。
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6. 冠詞があると無いとで、意味が違ってくる語もある。the number of stars は「星の個数」、a number
of stars は「多数の星」。the がつくと、個数というきっちりした概念になる。いっぽう、無冠詞の
nature (しばしばNature)は、「自然、自然界、天然」を表し、the nature は「本質、正体、性質」を
言う。The nature of these phenomena is of keen interest to us.

7. another は、an+otherだから、すでに自分で不定冠詞をもっている。an another, the another などと
してはいけない。論理矛盾。同様に、either には限定の意味が含まれるので、the either person は不
可であり、theをつけない。both はたまに後に theを伴って、Both the boy and his mother went to
school. などとすることはあるが、theを省略できる場合は、なるべく省きたい。(△ 7) anyや some
は不定要因をもっているから、the any, the some などは、ありえない。

8. Figure 1, equation (2), Table 3, NGC 4151, Sco X-1 などは固有名詞の扱いとなるから、the をつけ
てはならない。(△ 7) 物理量の前にも theはつけてはいけない (the kT などは不可)。同様に、論文中
で source A, region B, experiment 4, sample 5, などと名前をつけた場合、２回目に登場しても the
はつけない。その意味で、Source A, Region B, Experiment 4, Sample 5, などと頭文字を大文字にし
ておくと良い。ただし the Crab nebura, the Andromeda galaxy, (△ 7) the Region B spectrum, (△
7) the kT value, (△ 7) the Lx measurements など、後ろに名詞が付けば、一般名詞に転化するから、
文脈に応じて theがつく。

9. 衛星名などは固有名詞として、theをつけない。ただし the Suzaku satellite, the Subaru telescope,
the Chandra operation team など、形容詞的に修飾する場合は、前に theをつける。(△ 7) これは前
項８の最後に書いた例外規定と同じである。

10. 衛星の装置名は、the HXD, the ASCA GIS のように、theをつける。いっぽう HXD-DE, GIS-AE,
XIS-1 のようなコンポーネント名は、theをつけない。

11. (△ 7) 天体名は固有名詞だから theはつけないが、その前に「まくらことば」が加わる場合は、the
spiral galaxy NGC 6152 などと必ず theをつける。以下の例はすべて正しい。
【例１】 The second brightest object seen in figure 2 is α Leo.
【例２】 The second brightest object seen in figure 2 is a B-type star.
【例３】 The second brightest object seen in figure 2 is the B-type star α Leo.
例２では、その B型星が誰であるかは問わないので不定冠詞だが、例３では α Leoという名前が出
たとたん１個の天体に確定するので the を必要とする。

12. (△ 7) theのつく名詞が頻出すると、文が読みづらくなるので、なるべくそうした名詞を減らす工夫
をするとよい。例えば、Figure 4 shows the MAXI light curve in the 10–20 keV band と言う代わり
に、Figure 4 shows the 2–10 keV MAXI light curve. とすれば、theのつく名詞が１つ減らせる。ま
た the maximum value and the minimum value という場合、２番目の theは省略できるので、the
maximum and minimum values とすると良い。

2.2 リストと論理
1. 複数の項目を並べるときは、A, B, ,,,, and Z という風に、最後の項目の直前にのみ、そしてそこには
必ず、andを入れる。andがあれば、その次の項目が最後である、という約束になる。

2. respectivelyの使い方は、厳密に決まっており、日本語で軽く「それぞれに」「おのおの」と言うのと
は、わけが違う。つまり、２組のリスト {a, b, c, ,, and z} と {A, B, C,.., and Z} があり、a と A、b
と B, .., zと Zが対応しているときは必ず、またそのときに限り、respectivelyを使う。
【例】 Tom and Susie have apples and oranges, respectively. この場合、誰が何をもっているか、確
定する。respectivelyが無いと、２人あわせてリンゴとミカンを持っていることになり、誰がどちら
を持っているか、確定しない。
【誤】 Tom has apples while Susie has oranges, respectively.
この場合は、対応がすでに確定しているから、respectivelyは不要。

3. bothは、「AもBもともに同時に」というきわめて強い意味をもつので、やたらと使うべきではない。
両方ともそうであることが、特筆に値する時に使うと良い。
【悪 The detector assembly contains both a preamplifier and a shaping amplifier. これは、プリア
ンプとシェーパの両方をもつことは、特殊でも何でもないから、bothを削るべき。
【良 In this phoswich configutation, both scintillators are viewed by a single phototube. これは、本
来は別々の PMTを使うはずが、あえて同一のものを使う、という意味で bothが生きる。

4. 「どっちの日程でもいいよ」という場合、Both will do.ではなく、Either will do.となる。同様に「ど
ちらの道をとっても駅に行けます」は、You can get to the station from either route. であり、both
route ではない。これは、２つの経路を同時に通ることはできないから。さらに米語では、both ends,
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either endsの代わりに、either end, either side を良く使うようである。「通りの両側に店がある」は、
There are shops on either side of the street.

5. 自分の論理が、both A and B なのか、either A or B なのか、よく考えること。A and B を否定文
で使うと、A or B になる。「半日、飲まず食わずだった」は、I did not eat or drink for half a day.
であり、did not eat and drink ではない。

6. dead time, high volatage, large area, などは、一体となって形容詞的な修飾語になる場合に限って、
ハイフンでつながる。そうでない場合は、ハイフンは使わない。
【例】 The detector has a large area.
【例】We use a large-area detector.

7. 全文否定と部分否定の違いは、影響が重大なので注意。all や both は、否定文と一緒に使うと部分否
定になる。
【例】I do not know all of them. は「彼らの全員を知っているわけではない」。全文否定は、I do not
know any of them. や I know none of them.
【例】You don’t need both books, do you? は、部分否定「この本、２冊は要らないよね（一方だけ
で良いよね）」であり、全文否定は You dont’ need either book, do you ?

8. therefore, however, (△ 5) then などは副詞であって接続詞ではない。したがって文の途中で用いるさ
い、接続詞の代用をさせないこと。たとえば以下の「良い」例などのように、therforeを certainlyな
どの副詞に置き換えてみて、意味は変わっても文がおかしくなければ、そのままでよい。「悪い」例の
方は、therforeの前の「,」を「;」に置き換える、あるいは therefore を and hence にすれば救える。
【良】Being very difficult, the experiment therefore takes a long time.
【悪】This experiment is very difficult, therefore it takes a long time.

9. 日本語では、「...である。なぜなら...だから。」という文章を良く使う。これをうっかり英語で We
decided to do the experiment again, applying higher voltages to the detector. Because the detector
gain was found to be too low. としてしまうことがあるが、Because以下の文は不完全であり、正し
くない。ここは少なくとも書き言葉では、This is because the detector gain was .... とすべきである。
becauseは文の主節にはなれず、従節を形成する「従位接続詞」であり、主節ぬきで使うのは、“Why
were you absent yesterday?” “Because I was somewhat sick.” のような会話、とくに why という問
いかけに対する返答に限ると考えるべき。

10. 日本語で、「いっぽう、２回目の観測は大成功で..」などというとき、While, the second observation
was a great success.. としてしまいがちである。しかし while は接続詞だから、あとに節を伴わな
い形では使えない。whereas も同様。こういう場合は、While ではなく、In contrast, On the other
hand, On the contrary, (△ 5) Meanwhile, などを使う。Whileの使い方は、
【例】I went to school, whilehe was asleep. あるいは　While he was asleep, I went to school.

11. (△ 2) 主節が否定文の場合、理由を説明する従属節は、becauseではなく since で始めるほうが無難。
これはたとえば、I don’t like him because he is impolite. という会話は、「彼は礼儀をわきまえない
から嫌いだ」という単純な意味だけでなく、言い回しによっては、「彼が礼儀をわきまえないから、彼
を嫌いなわでではない」という、ある種の部分否定にも使われることがあるからである。sinceにすれ
ば、第１の意味のみになり、両義性 (ambiguity) は無くなる。

12. (△ 2) same は原則として前に theをつけ、「...と同じ」の...の前には、as を用いる。 She is the same
lady as I met last month.など。「..と同様に」を、as (the) same as.. と英訳する人が多いが、これ
は誤り。the same as.. や in the same way as ..とする。
【例】We processed new data in the same way as the old data. これはWe processed new data the
same as the old data. でも良いようである。

13. (△ 2) 「..の外側 (内側) に」というとき、outside (inside) of .. と言いがちだが、この場合の out-
iside/inseide は前置詞なので、of は余分。たとえば 「あの建物の中に郵便局があります」は、You
may find a post office inside that building. であり、inside of that building ではない。

14. (△ 2) semicolon (;)と colon (:)は日本語に無いので、間違った使い方をしてしまう場合がある。と
くに文章を切る強さは、comma (,), semicolon, colon, period (.) の順に強くなるので、たとえば red:
PN, black: MOS1, breen: MOS2 などと書いてしまうと、red // PN, black // MOS1, green と
区切って読まれることになり、意図と違ってしまう。

15. (△ 2) 比較を行う場合は、必ず同じ品詞どうしを比べること。たとえば The transparency of this
crystal is higher than that of ordinary glasses. では、transparency どうしを比べているので、下線
をつけた that of が不可欠であり、これが無いと、結晶の透明度を、ガラスの透明度ではなくてガラ
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スそのものと比べていることになってしまう。いっぽう同じ意味の文でも、This crystal has a higher
transparency than ordinary glasses. では、that of が必要ではない (入れても間違いではないが)。な
ぜなら、この文の後半は than ordinary glasses have の have が省略されたものと考えるのが自然で
あり、主語として結晶とガラスが比較されているからである。

16. (△ 5) 「...もまたしかり」という場合、肯定文では..., too や also を用いるが、否定文では、either
にしなければならない。
【例】This answer is incorrect, too. もしくは This answer is also incorrect.
【例】This answer is not correct, either.

17. (△ 6) consistent は、「無矛盾である」「首尾一貫している」という意味だから、consistentで「ある」
か「ない」かのどちらかであり、almost (あるいは nearly) consistent という言い回しは、論理的にお
かしい。百歩譲って、marginally consistent ぐらいは良いかもしれない。

18. (△ 5) ２つの名詞がつながった連成語では、間にハイフンを入れるか入れないか、迷うことが多い。
原則として、その２つが一体の修飾語なって、後続の概念を修飾する場合は、ハイフンを入れ、そう
でなければ入れない。この区別は、PASJではとくに厳密である。
【例】The data are not affected by dead time(s).
【例】The data do not need dead-time corrections.

19. (△ 7) なるべく負論理は避け、正論理で記述しよう。たとえば This is not possible like the method
considered in §2. と書くと、「§2で考えたモデルと同様であって、可能ではない」なのか、「§2で考
えたモデルと同様に可能だ、というわけはない= §2で考えたモデルと違って、可能ではない」なの
か、あいまいであり、意味が確定しない。これを This is impossible like the method considered in
§2.とすれば、前者の意味であることが明確になり、後者の意味なら、This is impossible unlike the
method considered in §2. とすれば良い。正論理の方が、こうした不確定さが少ないのである。

2.3 他動詞と自動詞
1. 動詞には、他動詞 (vt) と自動詞 (vi) がある。他動詞はじかに目的語につながるが、自動詞は、前置
詞をはさむことで、初めて目的語と結合できる。例えば、see, hear, eatなどは (自動詞にも使うが)、
他動詞として、直接に目的語に結合できる。他方、listen (聞き耳を立てる), look (見つめる)などは、
自動詞だから、目的語を使う時は、必ず look at a picture, listen to me のように、at や to という前
置詞を必要とする。

2. mention, discuss, describe, reach, resemble, approach, (△ 3) thank, (△ 5)follow, explain などは他
動詞だから、目的語との間に前置詞を入れてはならない。
【誤】 mention to the method, discuss about the result, describe on details, she resembles to her
mother, reach to the station などは間違い。前置詞を削ること。(△ 5) enter, report などは、他動
詞にも自動詞にも使えるので、report the result (他動詞) でも、report on the result (自動詞)でも
良い。

3. occur, remain, originate, .. などは自動詞だから、受身形では使えない。これらを受身で使う間違い
が、きわめて多い。
【誤】 This emission is originated from relativistic electrons.
【正】 This emission originates from relativistic electrons.
【誤】 An X-ray bust was occurred on that occasion.
【正】 An X-ray bust occurred on that occasion.

4. (△ 5) a clue to the mystery, a solution to a problem, conform to his advice, apply this method to
the problem, などでは、to の後に来るのは名詞であって、動詞ではない。
【正】This discovery provides a clue to the problem.
【誤】This discovery provides a clue to solve the problem. まぎらわしいが、way は、way to the
station や、way to improve the finance など、両方の使い方が許される。

2.4 主語と動詞のミスマッチに注意
1. reveal と exhibitは似ているが、 revealの主語は人でもモノでも良く、相手の秘密を暴くことを言う。

exhibitの主語はモノであり、「自ら語る」ことを意味する。以下の２つの文は、だいたい同じことを
言っているが、主語は異なる。
【例】On this diagram, the measured data points exhibit a large scatter.
【例】This diagram reveals a large scatter of the measured data points.
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2. indicateは、suggest, discuss, argue などと同じように、ヒトを主語としても使いたいところだが、こ
れは実は、「(地図などの上で行き先などを)指し示す」という意味に限って使われるようだ。よって
「ヒト+indicate」という構文は、科学論文ではふつう使わない。
【誤】These authors indicated that something was wrong with the detector. indicateを、report,
suggest, argue, insist, などにすれば正しい文になる。
【正】The data indicated that something was wrong with the detector.

3. In Figure 2, we show a spectrum corrected for background.
は文法的に正しい。これは能動形が correct the spectrum for deadtime であり、correctの目的語が
spectrum だからである。ところが「バックグラウンドを差し引いたスペクトルを図２に示す」とい
うとき、ひじょうに多くの人が、まちがって
【誤】In Figure 2, we show a spectrum subtracted with background.
などと書いてしまう。どこが間違いか？そう、subtractの目的語は backgroundであって spectrumで
は無いからである。
【正】In Figure 2, we show a background-subtracted spectrum. あるいは In Figure 2, we show a
spectrum from which the background is already subtracted.

4. 主語を入れ替える工夫をしてみよう。たとえば、
【例】The power spectrum measured in this experiment is shown in Figure 6.
【例】Figure 6 shows the power spectrum obtained in this experiment.
【例】In Figure 6, we present the power spectrum obtained in this experiment.
の３つは同じ内容をもち、ほとんど等価であるが、文脈によってどれを使うべきか、微妙に異なる。
たとえば前後に we を主語にした文が多用されていれば、３番目の言い回しは避けるべきである。な
ぜなら一般に、「we主語」の文は全体の 1/3程度にとどめるべきだからである。「we主語」は、自分
の作業、主体的な選択、主張、決断などに限定し、客観的な事実や、他人の結果を述べるときは、違
う主語を用いるようにしたい。

5. (△ 4) モノ主語の能動形。上の項目で挙げた三つの文型のうち、日本人が最も苦手とするのはモノを
主語にした能動形である。しかし多くの場合、実はこれがもっとも英語らしい表現になるのである。
【例】The temperature from the present observation turned out to be essentially the same as that
from Jones et al. (2003). は悪くはないが、より簡潔にするには、
【例】The present observation has given essentially the same temperature as Jones et al. (2003).
とすると良い。(△ 7) 同様にたとえば、ある天体の性質を議論するとき、日本人はその天体の「属性」
を主語にすることが圧倒的に多いが、英語では天体そのものを主語にする場合が多く、それにより文
が簡潔になる。たとえば「これら３個のAGNは、良く似たタイムスケールで変動する」というとき、
日本人はどうしても「変動のタイムスケール」という属性を主語にしたがる結果、
【例】The variation time scales of X-ray emission from these three AGNs are very similar.
としがちである。主語が長くて良くないので、「属性」ではなく「属性の持ち主」を主語にして
【例】These three AGNs vary in X-rays on very similar time scales. あるいは These three AGNs
have very similar time scales of X-ray variation.
とすれば、格段に英語的になる。

6. (△ 5) We used the Suzaku data observed on 2007 April 8. などとしがちである。被修飾語が 天体で
あれば observed で良いが、data であれば、observedではなく、acquired, obtained などを用いるべ
きである。観測されるのは天体であって、データではないのだから。

2.5 単数形・複数形、可算・非可算に関すること
1. 名詞には、可算 (countable)名詞と非可算 (uncountable)名詞がある。apple, dog, book, carなどは
明らかに可算だし、peace, love などは非可算だが、まぎらわしいものや、可算と非可算の両方に使わ
れるものもの多い。たとえば life は非可算だと「生命」「生き物」、可算 (a life, lives) だと「(個々の)
人生」「暮らし向き」「生活」。ぜひ「この名詞は可算か非可算か」を自問し、わからなければ辞書で
確認する習慣をつけてほしい。これが冠詞と深く関連することは、§2.1で説明した。
【例】 information, behavior, evidence などは非可算名詞だから、an informationや an evidence、
あるいは複数形 informations, bhaviors, evidences などは誤り。無冠詞か、もしくは theをつける。
例数を言いたい時は、There are three pieses of evidence. などという。

2. 天体などを１まとめの集団にしたものは、集合名詞として sample と単数であつかう。「(たくさんの
天体を含む)大きなサンプル」は、a large sample であって、many samples ではないことは、「人口の
多い都市」を a city with a large population というのと同じ。「サンプルを増やす」は、enlarge the
sample であって、increase ではない。異なる集団が複数あるとき、初めて samples と複数になる。
【例】This statistical study employs two separate samples, one selected from optical database while
the other from X-ray catalogs. The X-ray sample is rather small, but...
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3. eachや everyは、つねに単数。複数にしたければ、individualを使う。
【誤】We analyzed data from each measurements.
【正】We analyzed data from individual measurements. (△ 7) 例外的に every を複数形と組み合わ
せる場合があり、every five years = every fifth year は「５年ごとに (１回)」となる。ただし「隔日
=１日おきに」は、every other day で、daysではない。難しいですね。

4. 座標上の位置は、ふつう xと yの２次元だから、coordinates と複数形にする。
【例】 This object is located at Galactic coordinates of (l, b) = (23.◦5,−5.◦8).

5. one of ... という時、... は必ず複数形になる。one of them とは言うが、one of her だの one of him
とは絶対に言わない。
【例】 This is one of the X-ray brightest SNRs in the sky.

6. △ 2 「５倍も増えた」は、increased by a factor of five (もしくは 5)で、a を忘れないこと。ただし
「２倍になった」は doubled、「３倍になった」は tripled, 「半分になった」は halved を使うと、英
語らしくなる。

7. (△ 2) 「３桁」は、three (もしくは 3) orders of magnitude と表現する。これを単に three orders と
書いてしまう誤りが、ひじょうに多い。「Aは Bより何桁も大きい」は、A is larger than B by many
orders of magnitude.

8. (△ 7) perは「につき、ごとに」だが、「１日につき５ドル」は、5 dollars per day であり、5 dollars
per a dayとは書かない。

9. (△ 7) dataは複数形として扱う。単数形 datumはめったに使わない。statistics (統計)も複数で扱う。
【例】Poor photon statistics were the major cause of their mistake.
など。他方、mathematicsや physicsは sがつくが、非可算の単数形で扱う。

3 科学論文に特有なこと
3.1 図、表、キャプション

1. 図や表は、原則として本文で引用する順番に並べる。本文中で、図２より先に図５が引用されては、
いけない。また登場する図や表は必ず本文中で引用しなければならず、引用されない図や表があって
は、いけない。

2. ある図や表が最初に登場する際は、必ず「あらわ」に引用することとし、カッコにいれた形は使わな
い。いっぽう２回目からは、文の流れをスピーディーにするため、わざわざ as shown in figure 1 な
どを繰り返すより、積極的に ( ) 内に入れるなどの工夫をする。
【初出】As presented in figure 1, this function has a simple shape.【２回目】The function becomes
negative for x > 10 (figure 1).

3. 「図１」、「表３」など、番号つきのものは固有名詞だから、theはつけてはいけない。式番号も同様。
【誤】 We show this in the figure 1. 【正】 We show this in the figure on page 3.

4. 図のキャプションは長くてよいが、表のキャプションは短くし、なるべく１行に収める。表で追加の
説明が必要な場合は、脚注を使う。脚注の頭記号は、雑誌ごとに順番が決まっており、PASJでは、*,
†, ‡, §, #, .. など

5. 本文と図のキャプションで、重複した話を述べると、紙面の無駄になるので避ける。横軸 (abscissa)
と縦軸 (ordinate)は何か、実線と破線は何を示すか、図中の矢印は何を意味するか、データの黒丸と
白丸は何が違うか、１つ前に出た同様な図とどんな関係にあるかなど、図を読むのに直接に必要な情
報は、すべてキャプションに述べ、本文には述べない。逆に、図をどうやって作ったか、そこから何
が読み取れるかなどは、キャプションに書かず、本文に書く。

6. 本文を、１人称主語 (we) を用いるスタイルで書く場合でも、キャプションではその性格上、１人称
主語は使わないで書くことが望ましい。(△ 5) Abstractも、できれば１人称主語を使わずに書きたい
もの。もっとも、この約束を守っている論文は多くはないが。

7. (△ 6) 同じような図が何点も登場するとき、ほとんど同じキャプションを繰り返す人が多い。これだ
と、先行する図とどこが違うかが、わかりにくい。こういう場合はキャプションとして、The same
as figure *, but obtained in the 2nd observation instead of the first one. などとすると、場所も省
け、違いも明確になる。
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8. (△ 7) キャプションは、上記項目 5に抵触しない範囲で、充実させよう。なぜなら論文の本文は飛ば
して、図だけ広い読みする読者が多いので。

9. (△ 7) キャプションで、図パネルの枝番号を指定する際は、次のどちらかの方式を使う。
【１】 (a) A light curve of GX 301−2 obtained with the ASM. (b) The same, but with MAXI.　
【２】Light curves of GX 301−2 obtained with the ASM (panel a) and MAXI (panel b).

10. (△ 7) 表に掲載した数値は、一般に本文で改めて引用する必要は無い。たとえば本文では
【例】As given in table 3, the two Comptonizasion models gave nearly the same values of Te.
とだけ書けばよく、数値を書き出すには及ばない。ただし数値が論文の論理に大きな影響をもつ場合
は、この限りではなく、表に書いてある数字でも、手短かに述べると良い。
【例】The derived blackbody radius (table 5), Rbb = 23+4

−6 km, is too large for a neutron-star radius.

3.2 略号、物理記号
1. 略号は、どんなに有名なもの (AGN, SNRなど) でも、初出のさい、必ず定義する。物理量も同様。光
速度、ボルツマン定数なども、定義なしに使ってはいけない。【例】An active galactic nucleus (AGN)
is thought to have a size less than c∆t, where c is the speed of light, and ∆t is a time scale of its
intensity variation.

2. 略号を定義したなら、以後はそれを使い続ける。だいたい以後で５回ぐらい使うのでなければ、略号
は持ち出さない。【例】 point spread functionという概念は、PSFと呼ばれることが多いので、１回
かぎりの登場でも、This image is consistent with the point spread function (PEF) of the telescope.
と言いたがるが、あとで使わないなら、“PSF” は持ち出さない。

3. The observed temperature is kT = 3.3± 0.2 keV などと、物理記号 kT を持ち出すのは、あとで kT
を使う場合に限る。使う場面がなければ、The observed temperature is 3.3 ± 0.2 keV だけで良く、
いたずらに物理記号を持ち出さない。

4. アブストラクトでは、略号や物理量は、できる限り使わないようにする。どうしても使いたければ、
ちゃんと定義して使うが、この定義は本文にまで継続はしない。本文では、改めて初出のさい定義し
なおす。アブストラクトで略号を使い、本文で同じ略号を使わないなど、もってのほか。

5. 文の先頭では、略号、物理記号、天体名、数式、数値などは、なるべく使わないようにする。Fig.1 な
どは、文頭では Figure 1 とする。Cyg X-1 も、文頭に来たら Cygnus X-1 とする。数字を文頭に起
きたければ、アラビア数字は使わない。
【悪】 Fig.1 shows a sky chart around this object. (Fig.1を Figure 1とする。)
【悪】 Cyg X-1, the leading black-hole candidate, .. (Cygnus X-1 とする。)
【悪】 75 scientists attended the meeting. (Seventy-five scientists とする。)

6. (△ 7) 論文のある場所で定義した略号や物理記号を、後続部分で「再定義」してはならない。ただし
D論などで、遠く隔たった場所で再登場させる際は、読者が忘れている可能性があるので、最初に定
義した場所を付けた上で、それが何だったか思い出させることは有効。
【例】 This experiment was meant to measure µe (the electron mobility; §2.3.1).

3.3 イタリックと数式モード
1. 物理量はイタリック、単位名はローマン (立体)というのが、大原則。元素記号もローマン。また添字
は、それが物理量ならばイタリック、そうでなければローマンというのが原則。
【例】 陽子質量 mp では、pは proton の意味だから、ローマン。
【例】 数列の標識 xi (i = 1, 2, ...N) では、i は番号という物理量だから、イタリック。
【例】 NH では、Hは水素の元素記号だから、ローマン。したがって

$N_{\rm H}$

と書く。

2. TeXの数式モード ($ から $ まで) は、イタリックと同じではないから、イタリックを数式モードで
代用してはいけない。数式モードの中で、文字はデフォルトでイタリックになるが、それだけではな
く、均等割り付けなどの操作を受ける。
【悪】 XMM − Newton　これは数式モード指定。
【良】 XMM-Newton これはイタリック指定。

3. 数値と単位の間は、半角ブランクを入れる。ただし% とは℃例外。
【悪】 10keV, 23mm, 108kg, 7.6 %
【良】 10 keV, 23 mm, 108 kg, 7.6%
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3.4 時制 (△ 7で新設)

1. (△ 6) 同一論文の先行部分で、後続部分を指示するさい、This problem will be considered in §5. な
どの未来形は用いない。なぜなら論文の頭から最後まで、読者は同時に（あるいは流れを逆に遡って）
読みことができるから。いっぽう、後に続く予定の論文は、will で指示するのがよい。Further details
of the analysis will be described elsewhere. など

2. (△ 7) 現在形は原則として、常に成り立つ恒等的事実を表明するのに用いる。たとえばある天体の変
動を述べるとき、This object varies violently, up to a factor of 5. と書くと、この天体は誰がいつ観
測しても激しく変動していることになる。そうした一般性を持たない結果であれば、varied と過去形
にする。逆に、We showed the results of this measurement in figure 7. などと過去形を使ってはい
けない。なぜなら「その測定結果が図 7に示されている」こと自体は、この論文がいつ読まれても、
記述として正しいから。また以下の例はどちらも正しい。
【例】As shown in figure 2, the object exhibited a strong Fe-K line.
【例】The spectrum in figure 2 shows a very strong Fe-K line.
第２文の場合、図２のスペクトルに強い鉄輝線が見られることは、100年後であっても事実だから。

3. (△ 7) 現在完了は、ある結果が確定し、それが論文の後続部分で覆らない場合に使うと良い。
【例】The first measurement ended in a failure, because the scintillator was not accurately temper-
ature controlled. In contrast, the second attempt has yielded what we need.

3.5 その他（多くは日本語にも共通）
1. 「we主語」を使うか使わないか。１つの論文は、一人称複数すなわち「we」を主語に使うか使わな
いか、どちらかのスタイルで統一する。当然、「we主語」にした方がずっと書きやすい。「we主語」
を使うスタイルを採用する場合も、Abstractと図表のキャプションでは、使うべきではない。「we主
語」を使うスタイルなら、最初から適当な割合で使い続けるようにし、論文の後半で突如 we が登場
するようなことは、避けねばいけならない。(△ 7) 全体の文のうち、weを主語にするものは 1/3程
度 に留め、それ以上に多用することは避ける。いかなる場合も、「I (アイ)主語」と「you主語」は
使わないのが原則1。またwes を主語に用るスタイルを採用したなら、主語としての one (From these
considerations, one can conclude that... など ) は使わない。

2. (△ 4) カッコを二重に使ってはいけない。二重にしたいときは、[... (...) ..] などとする。また it is
widely known (see Fig.2)(e.g., Smith et al. 1998).. などと、カッコをつなげるのも良くない。この
場合は、it is widely known (see Fig.2 and, e.g., Smith et al. 1998).. などとする。

3. (△ 4) コロンとコンマの使い方は要注意。文を切る強さは、コンマ「,」、セミコロン「;」、コロン「:」、
ピリオド「.」の順に次第に強くなる。したがってたとえば、
【例】Figure 1：the measured data, Figure 2 : the model calculation
などと書くと、「Figure 1」、「the measured data, Figure 2」、「the model calculation」と３分割して
読まれてしまう危険がある。

4. (△ 4) Abstractと Introductionを取り違えることが多い。Abstractには、研究の背景、自分たちの
研究の流れや方針、使った装置の宣伝文句などは、書くべきではなく、これらは Introductionに回
すべきである。同様に、結果に対する仮説的な解釈、結果の主観的な評価、将来への見通しなども、
含めるべきではなく、これらは Discussionに回すべきである。一方で、たとえば衛星観測であれば、
用いた衛星と装置、観測日時、解析した項目、得られたＸ線光度、スペクトルの定量パラメータな
ど、堅い数字のうち主要なものは、きちんと出す必要がある。したがって Abstractの雛形は、「何月
何日、何を目的として、どの天体を、どの衛星を用いて何 ksec観測した。その結果、＊＊＊がわかっ
た。これは従来の仮説 Aと仮説 Bのうち、後者を支持する結果である。得られたスペクトルの詳細
な再現モデルについても、議論を行う。」というような、無味乾燥なものである2。(△ 6) 同じ理由で、
remarkable, surprising, amazing など主観の強い表現も、不適切。

5. (△ 4) Conclusion (あるは Summary) について。論文で得られた結果をすべて Conclusionに書き込
もうとする人が多いが、それでは Conclusionにならない。得られた成果のうち、その論文の骨子と
なる主要部分に限るべきである。(△ 7) 研究の動機は背景はほとんど不要で、用いた実験・観測手法
なども、必要最低限にとどめ、書かなくても良い場合が多い。(△ 7) 論文の説明責任を高める上で、
Summaryではなく、簡潔な Conclusionとすることを推奨する。

1余談だが、牧島の知る範囲で「I (アイ)主語」を使った稀な論文としては、D. S. L. Weinberg, ApJ 235. 1078 (1980)がある。
この論文は途中に、すべて大文字で書いた文章（これはケンカを売るスタイルとみなされる）が登場したり、11 ページの論文に 10
個も Appendix があったりで、そうとうなシロモノである。そのせいか、最初の投稿から受理まで２年半を要し、さらに掲載はその
２年半後であった。なお著者は、Weinberg-Salam 理論や「最初の三分間」で有名な 、Steven Weinberg とは別人。

2(△ 7) Astronomy and Astrophysics では 2005 年頃 (?) から、Abstract を Aims, Methods, Results などに分割して書くこ
と (Structured Abstract) が推奨されている。同誌に掲載された論文の Abstract を、一読するとよい
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6. (△ 7) Abstractに書かれた内容は、必ず本文できちんと述べられていなければならない。同様に、本
文できちんと述べられていない内容を、Conclusionで提示してはいけない。

7. (△ 5) 年月日は、アストロ系の論文では、つねに年、月、日の順番とする。すなわち日本式と覚えて
おけば良い。 14th February, August 2011 などとはせず、February 14, 2011 August などとする。
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